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１５． 数列

１５－１． 等差数列と等比数列

１５－１－２．等差数列

１５－１－２－２．等差数列の一般項

初項 a 、公差 d の等差数列を na とする。初項 a に公差 d を繰り返したすことで、 na の各項

が得られる。

aa 1

dadaa  12

  daddadaa 223 
  daddadaa 3234 
  daddadaa 4355 

…

例えば、 1a から 5a に至るには d をたす操作を 4回行うことになる。同様に、 1a から na に至る

には d をたす操作を 1n 回行うことになるから、等差数列の一般項についてつぎのことがい

える。

等差数列の一般項

初項 a 、公差 d の等差数列 na の一般項は

 dnaan 1

（例）

初項5、公差 3である等差数列 na の一般項は

  23135  nnan
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（例）

第 3項が 7、第 6項が 19である等差数列を na とする。

この等差数列の初項を a 、公差を d とすると、

daa 23  、 daa 56 

であるから

72  da …① 195  da …②

②－①より

123 d
4d

①より

78 a
1a

よって、等差数列 na の初項は 1 、公差は 4である。よって、この等差数列の一般項は

  54141  nnan

である。また、第 5項 5a は

155205 a
である。
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